
（抄訳） 
ラゴスに日本企業進出 
 
ハリスコ州政府高官の日本訪問初日、日本企業のユ

ー・エム・シー・エレクトロニクスによるハリスコ

への 1,670 万ドルの投資と 1,000 人にも及ぶ雇用創

出が確実になった。 
 
アリストテレス・サンドバル・ディアス州知事は、

「まずは 1,000 人から雇用創出のプロモーションを

実施します。約束通り、我々はさらなる投資を呼び

込む為に世界にアプローチしています。これはその

一環です。」と述べた。 
 
ユー・エム・シー・エレクトロニクス株式会社は今年４月、メキシコ進出を発表した。同社は、

Advics Manufacturing Mexico や Stanley Electric Manufacturing Mexico SA de CV 等の日系企

業も進出しているラゴス・デ・モレノ市内のコリナス・デ・ラゴス工業団地（での新工場建設）を

決定している。 
 
「この会社は驚くべき人材を持っています。我々はユー・エム・シー・エレクトロニクスの人材育

成手法を目の当たりにしました。従業員こそがこの会社の企業理念の根幹です。だからこそ我々も

彼らのハリスコ進出を歓迎するのです」この日から９月 30 日まで続く訪日ツアーの中で、知事は

説明した。 
 
内山茂樹社長は、今回の進出にあたっては、サンルイスポトシ、アグアスカリエンテス、グアナフ

アト等からも投資の誘致を受けたものの、最終的には、地理的条件・治安面に加え、州政府からの

サポートが決め手になったと強調する。 
「まず第一に、ハリスコ州が万全のサポートを提供してくれること。第二に当社の顧客が工業団地

近辺に位置するという戦略的な優位性。第三に治安が非常に安定している点。安全に関しては殆ど

心配していない。だからハリスコへの投資を決めたのです」 
 
自動車や IT 分野で事業を展開するこの日本企業は埼玉県に拠点を置き、日本以外にもタイ、ドイ

ツ、ベトナム、中国と、グローバルで 8,800 人以上の雇用機会を創出している。 
 
（出典：2016/9/23 am Lagos de Moreno 紙） 


